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　マルコバン Trachinotus blochii (Lacepède) はアジ
科コバンアジ属の魚類で，同属魚類は日本沿岸か
ら 本 種 の ほ か， コ バ ン ア ジ T. billonii (Lacepède)，
コ ガ ネ マ ル コ バ ン T. mookalee Cuvier in Cuvier & 
Valenciennes，ヨコヅナマルコバン T. anak Ogilby の
4 種が知られ，いずれもインド・西太平洋の熱帯・
亜熱帯域に分布している ( 瀬能 , 2013; 和田ほか , 
2019)。これまで Senou et al. (2006) の定義による相
模湾からは，コバンアジ (Senou et al., 2006)，写真
情報のみのコガネコバンアジ (岩槻ほか , 2000) が報
告されているほか，伊豆半島下田 からマルコバン
が記録されている (本田ほか , 2024) が，マルコバン
の三浦半島からの報告はない。
　この度，2012 年に三浦半島の三浦市松輪から記
録された神奈川県立生命の星・地球博物館所蔵の
写真情報 (KPM-NR152823, 152824, 152825)，および
2021 年に三浦半島の横須賀市秋谷において採集さ
れ横須賀市博物魚類資料として収蔵されていた標本 
(YCM-P46651) がマルコバンの三浦半島からの初記
録となることが判明したため，ここに報告する。
　標本の計測方法は Smith-Vaniz (1984) に従い，分

類は瀬能 (2016) と和田 (2019) に従った。標本の計
測にはノギスを用い，脊椎骨の観察には軟 X線写真
を用いた。鰭条，鰓把，歯の観察にはサイアニンブ
ルーによる染色を行った。生鮮時の色彩は固定前に
撮影したカラー写真に基づく。
　本稿をまとめるにあたり，神奈川県立生命の星・
地球博物館の和田英敏学芸員には写真情報の提供に
あたってご協力をいただいた。ここに記して感謝の
意を表する。

材　　料

　マルコバンTrachinotus blochii (Lacepède)
　 写 真 資 料：KPM-NR152823： 神 奈 川 県 三 浦 市
松 輪 ( 漂 流 物 に 随 伴：35˚08’43’’N, 139˚40’05’’E)， 
20120915， 水 中 写 真， 江 藤 幹 夫 撮 影。KPM-NR 
152824, 152825：神奈川県三浦市松輪 ( 漂流物に随
伴：35˚08’43’’N, 139˚40’05’’E)，20121010，水中写真，
江藤幹夫撮影。
　 標 本 資 料：YCM-P46651 ( 第 1 図 )： 神 奈 川 県
横 須 賀 市 秋 谷 ( 久 留 和 海 岸 の 砕 波 帯：35˚4’48”N, 
139˚35’32”E)，20211016，投網，萩原清司採集。
　撮影・採集地点図を第2図に示す。

記　　載

　各部位の計測値 (mm)：全長 87.2，尾叉長 77.2，
標準体長 68.9，頭長 21.8，体高 36.8，眼径 7.8，第
1 背鰭高 4.1，第 2 背鰭高 17.0，臀鰭高 15.5，胸鰭長
14.7，腹鰭長 10.0，尾柄長 5.1，尾柄高 6.2，尾鰭長
22.5。
　標準体長に対する各部位の比率 (%)：尾叉長
112.0，頭長 31.6，体高 53.4，眼径 11.3，第１背鰭高
6.0，第 2 背鰭高 24.7，臀鰭高 22.5，胸鰭長 21.3，腹
鰭長14.5，尾柄長7.4，尾柄高9.0，尾鰭長32.7。
　各部位の計数値：背鰭条数 V-I, 18，臀鰭条数 III, 
17，胸鰭軟条数18，腹鰭条数 I, 5，尾鰭分節軟条数
9+9=18，脊椎骨数10+14=24，鰓把数8+9=17。
　形態：体は楕円形でよく側扁し，吻は円い。口裂
は小さく上顎骨後端は眼の中央直下に達しない。舌
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上に小歯を有する。第1 背鰭の鰭膜は連続せず棘は
遊離する。第 2 背鰭および臀鰭は前方軟条部が鎌状
に伸長する。胸鰭は伸長せず先端は第2 背鰭始部直
下に達しない。腹鰭先端は肛門に達しない。尾鰭は
浅く二叉し，先端は伸長しない。
　生時の色彩：背部が銀灰色，腹部は銀白色で顕著
な斑紋はない。背鰭および臀鰭の伸長部は黄褐色で
黒色色素をともない先端でより黒くなる。背鰭およ
び臀鰭の伸長部以外の部分は白色。胸鰭は基部上半
～第１軟条の 1/3 にかけて黄褐色でその他は白色。
腹鰭の棘とその周辺は淡黄色で他は白色。尾鰭は上
下縁が黒色色素をともなった黄褐色で，中央部は白
色。
　ホルマリン固定後の色彩：背部は淡灰褐色で腹部
は白色，頭部は淡灰褐色で涙骨上は白色。背鰭と臀
鰭は白色で伸長部には黒色色素がある。腹鰭と胸鰭
は白色。尾鰭の中央部は白色で上下縁や基部には黒
色色素がある。

日本産同属他種との比較

　以下に日本産同属他種との比較について述べ，
カッコ ( ) 内には供試標本 YCM-P46651 における形
質を示した。
　コバンアジは，吻が尖る ( 吻は円い )，体側に黒

点がある (黒点はない )，背鰭軟条数 21~25 (18)，臀
鰭軟条数 20~24 (17) であることから区別される ( 瀬
能 , 2013)。
　コガネマルコバンは，体は全体に黄色味を帯びる 
( 黄色味を帯びない )，臀鰭第 3 棘から第 7 軟条まで
明るい金属光沢を帯びた黄色 ( 臀鰭第 2 棘から第 4
軟条まで黒色色素をともなった黄褐色 )，胸鰭は全
体に暗褐色 ( 基部を除き白色 ) であることで区別さ
れる (岩槻ほか , 2000)。
　ヨコヅナマルコバンは，眼は頭高の中位より下に
位置する ( 中位より上に位置する )，眼の前方が上
顎より突出する ( 眼の前方は上顎より前方に突出し
ない )，舌上に歯を有しない ( 歯を有する )，鰓把数
3+8=11 (8+9=17)，臀鰭軟条の伸長部は黄色である 
( 黄褐色で黒色色素をともなう ) ことから区別され
る (和田ほか , 2019)。
　加えて供試標本は，本村ほか (2019) に写真が
示された標準体長 67.5 mm のマルコバン KAUM-I 
51322 と計測値およびその比率，色彩などが酷似し
ていた。以上のことから，供試標本はマルコバンと
同定された。

考　　察

　本属魚類は成長にともなって形態が大きく変化す

20 mm 

第1図　YCM-P46551マルコバンTrachinotus blochii (Lacepède) 生鮮時標本写真．
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来的なものと考えられた。また，筆者は黒潮が三浦
半島における無効分散魚種の出現に影響を与える
ことを述べているが (萩原・瀬川 , 2022)，2017年か
ら 2024 年時点においては，特に黒潮の影響が強く
なると考えられる大蛇行が続いており (海上保安庁 , 
2024)，YCM-P46551個体が得られた2021年時点では，
黒潮の大蛇行が南方種の無効分散を助長していた可
能性が示唆された。しかし，KPM-NR15823~15825
が撮影された 2012 年には黒潮の大蛇行は観測され
ておらず，三浦半島におけるマルコバンの出現が黒
潮の大蛇行に起因するとは考えにくい。マルコバン
と同様な分布域をもつオニカマスの幼魚が，2000
年代に入って三浦半島から頻繁に記録されるような
なったことが地球温暖化による海水温の上昇に関係
することを推察しているが ( 萩原ほか , 2020)，マル
コバンにおいても海水温の上昇による仔稚魚の生残
率の向上や分散の量の増加などが出現要因である可
能性が高いと考えた。
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第 2図　 三 浦 半 島 に お け る マ ル コ バ ン Trachinotus blochii 
(Lacepède) の撮影・採集地点図．

ることが知られている ( 瀬能 , 2013; 本村ほ
か , 2016; 和田ほか , 2019) が，幼魚期の形態
や色彩については比較検討された研究がな
く，特に国内ではコガネマルコバンと明ら
かな標本 ( 宮崎大学農学部水産科学講座資
料：MUFS 12564) が標準体長204 mm の1個
体のみであることから，本研究では供試標
本と同程度の大きさの幼魚との比較が行え
なかったことで，色彩以外の識別点が見つ
けられなかった。色彩は標本状態や個体に
よって差異が生じること，ホルマリン固定
によって失われることから，さらなる研究
によって分類形質の明確化が求められる。
　三浦半島における本種の出現は，本報告
で示した記録が全て幼魚であること，三浦
半島相模湾岸では 8 ～ 11 月にかけて熱帯・
亜熱帯に起源をもつ無効分散 (死滅回遊 ) 魚
種が多く見られること ( 林 , 1995) と時期が
一致することなどから，無効分散による遇
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